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・会話の中で、話者の意図が曖昧なものがコミュ
ニケーションの失敗を招くことがある。その例と
して今回は「自慢」を取り上げる。
・特に日本の言語文化では直接的な自慢は避ける
傾向にあり、それが曖昧さに繋がっているのでは
ないかと考えた。
・これまでの研究で「自慢」が発話行為として類
型化されている例は少ないので、今回の調査では
「自慢」についての枠組みを整える。
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自慢談話の発話を、コミュニケーション機能を用いて分類する。
①状況説明・・・自慢の語り手が自分の経験を説明している発話
②効果的補強・・・自慢の聞き手からの《賞賛》を引き出す発話

ポジティブな効果的補強・・・婉曲的に自らの経験を持ち上げる
ネガティブな効果的補強・・・自らの経験や自分自身を控えめに表現し、

相手から否定されることで《賞賛》を引き出す
③賞賛の促し・・・《賞賛》を求めていることを表明する発話
④対人配慮・・・自慢の聞き手への気遣いや自己卑下の発話
また、自慢しにくい場面では、要点の前に導入が多くなる。

以下のグラフは、「自慢談話」内の自慢の話し手の発話件数と、
それに対する各コミュニケーション機能の出現率をまとめたも
のである。
ただし、一つの発話で二つ以上のコミュニケーション機能が現
れることもあるため、その際は複数カウントしている。
各場面名の後ろにある件数は、その場面での「自慢談話」内の
話し手の発話総数である。
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自慢しやすい場面（年確自慢）

自慢しにくい場面（内定自慢）

・自慢しやすい場面だと間接的に自慢したいときに効果的補
強が現れるが、自慢しにくい場面だと直接的に自慢したいと
きに効果的補強が現れやすい。
＝自慢しやすさの違いによって、効果的補強の働きが変わる。
・どちらの場面でも間接的な自慢の機能が現れていることか
ら、聞き手を配慮したり、話し手自身の体裁を気にしながら
「自慢」をしていることがわかる。

自慢談話の代表例（概要）

・調査対象は10組の若年層（大学生）女性日本語母語話者同士の会話である。全て調査者H（自慢の聞き手）と調査対象者S1
～S10（自慢の話し手）のペアで会話を行い、会話を録音し、
それを文字化したものを分析した。
・会話の話題は「年確自慢（自慢しやすいもの）」（左）と
「内定自慢（自慢しにくいもの）」（右）の二つ用意した。
・「自慢しやすさ」は、①参与者同士の立場に差が生まれるか
②参与者同士がポジションを奪い合う関係であるか
以上の2点の違いにより差が生まれるものとする。
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自慢の話し手の発話数に対する各コミュニケーション機能の
出現率と発話件数


	スライド番号 1

